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触法障害者の地域生活支援に関する実証的研究

システムズ・アプローチを中心に

Study on the Community-Based Support for Mentally disordered Offenders.

成 果 の 概 要

①学術的背景刑務所等の矯正施設を釈放後その生活に福祉の支援が必要な

知的障害者などを対象に入所中から刑務所や保護観察所が「特別調整」とし

て障害者手帳の取得支援地域での生活場所の確保に取り組むプログラムの組

織的展開が 2009年度から始まっている。しかしこの制度の対象は成人犯罪者

が想定されており刑事司法・精神医療・福祉による連携システムが必要な障

害のある少年対象者にも広く適用することが望まれる。障害が影響を与えた少

年非行から成人犯罪までを包括した福祉心理臨床の新たな構築を目指した実践

研究が必要とされている。

②目的知的障害・発達障害あるいは被虐待経験の二次障害として重大

な非行・犯罪事案が顕在化しないよう組織的すなわちシステミックなア

プローチが再犯防止はもとより予防的介入としても求められており非行・

犯罪臨床機関の地域生活支援の実態について長期経過を含めて明らかにする。

それをもとに各機関で継続的に実施可能なユニバーサルな地域生活支援方法

の確立を目指し理論及び実践が詳述されたテキストを刊行する。

③方法本研究は臨床家による実践研究であり調査と共に支援実践が必要

な研究倫理のプロセスを経て合わせて行われた。

1インタビュー調査発達障害知的障害を含むの関わる非行・犯罪か

らの立ち直り支援に携わる矯正施設刑務所及び少年院・保護観察所・更生保

護施設・地域生活定着支援センター・相談支援事業所などの協力を得て支援

対象者へのケースマネジメントを実施し地域生活支援に携わる専門スタッフ

保護観察に関わる保護司を含むに対してインタビュー調査を行った。聴取

内容は、知的障害・発達障害や被虐待経験の二次障害などが認められる重大・

深刻な事案に対する支援の実態把握である。刑事司法精神医療や福祉関係者

との連携も含め個別事例の処遇経過ではなく組織としてのシステムズ・ア

プローチの機能分析に焦点を当て「個人技」ではなく組織的な取り組み状況を

中心に聴取するよう心がけた。

2支援実践大学の臨床相談室やスクールカウンセリングにおける臨床に

ついても継続実施しデータ集積を図った。特に知的障害を含む発達障害のあ

る事例については「国立重度知的障害者総合施設のぞみの園」が主催する実務

者研修会への参画さらに知的障害のある犯罪者の罪種で最も多い窃盗につ

いて更生支援プログラムを開発・実施するため福島保護観察所福島刑務
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所・本学との連携による研究会を毎月開催しプログラム実施上のスーパーバ

イズ及び効果測定を分担した。

また福島大学子どものメンタルヘルス支援事業推進室副室長としての実践

活動から東日本大震災や原発事故の影響を受けた障害のある非行少年の家

族支援についても臨床実践研究を実施した。

④研究成果

研究成果については次の専門家に対する研修会・研究会等において報告し

臨床現場に還元するよう努めた。

1早稲田大学社会安全政策研究所第 52回定例研究会「窃盗更生支援プログラ

ムについて」6/4早稲田大学

2福島大学発達支援相談室「けやき」夏季セミナー2016

「問題行動のある子どもと家族への支援」7/23本学附属特別支援学校

3福島県特別支援学校教頭会研修会「障がいのある子どもたちの問題行動と

家族への支援」8/5福島県立郡山養護学校

4情緒障がいを抱える生徒とその保護者の支援に係る研修会「非行臨床・家

族臨床の観点から」9/23郡山市立行健中学校

5福島県警取調べ専科教養研修「知的障害者等に対する司法面接」9/710/26

福島県警察学校

6法と心理学会第 17回大会ワークショップ「窃盗の矯正における法と心理

窃盗防止プログラムの開発」10/16立命館大学

7福島自立更生促進センター処遇プログラム研究会「窃盗更生支援プログラ

ムの概要」2017.1.26福島保護観察所

8静岡県富士宮・富士地区保護司会合同研修会「保護司が知っておくべき発

達障害」2017.2.9富士宮市クリスタルホール
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3塩田英美・生島浩「知的障害のある犯罪者に対する処遇プログラムの一考察

-窃盗更生支援プログラムを中心に-」『福島大学心理臨床研究』第 11号
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